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生
活
保
護
制
度
は
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
必
要
な

方
へ
適
正
に
保
護
が
行
わ
れ
、
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
き
な
い
制
度

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
国

的
に
不
正
受
給
も
後
を
絶
た
ず
、

市
民
か
ら
生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
疑
念
の
声
が
あ
り
ま
す
。
今
年

７
月
に
外
国
人
か
ら
の
生
活
保
護

申
請
を
自
治
体
が
断
る
こ
と
が
違

法
で
あ
っ
た
か
を
争
う
訴
訟
で
、

最
高
裁
は
、
外
国
人
は
生
活
保
護

法
の
対
象
で
は
な
く
生
活
保
護
の

受
給
権
を
有
し
な
い
と
い
う
判
断

を
し
ま
し
た
。
外
国
人
へ
の
生
活

保
護
に
つ
い
て
法
的
根
拠
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。
当
然
、
外
国
人

受
給
者
も
日
本
人
と
同
様
に
扶
養

義
務
者
へ
の
調
査
や
、
銀
行
、
証

券
、
不
動
産
等
の
調
査
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

外
国
人
の
生
活
保

護
支
給
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護

法
は
国
民
を
対
象
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
外
国
人
は
同
法
の
適
用
を

受
け
な
い
た
め
、
法
的
根
拠
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
国
に
居
住

す
る
扶
養
義
務
者
や
外
国
に
あ
る

資
産
調
査
、
領
事
館
や
大
使
館
へ

の
照
会
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
再
質
問
】　

日
本
人
と
外
国
人

と
で
調
査
に
差
が
あ
る
現
状
で
は
、

外
国
人
が
生
活
保
護
を
受
給
し
や

す
い
と
誤
解
さ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

大
き
な
課
題
と
受

け
と
め
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
地
域
住
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
総
合
的
な
老
朽
化

対
策
及
び
事
前
防
災
・
減
災
対
策

の
取
り
組
み
と
し
て
道
路
・
橋
梁

の
路
面
下
空
洞
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。路
面
下
空
洞
調
査
と
は
、

道
路
表
面
の
ひ
び
割
れ
、
わ
だ
ち

等
を
目
視
に
よ
り
発
見
す
る
路
面

性
状
調
査
で
は
わ
か
ら
な
い
路
面

下
を
地
中
探
査
レ
ー
ダ
ー
装
置
を

搭
載
し
た
車
両
で
走
行
し
、
空
洞

を
発
見
す
る
非
破
壊
式
の
調
査
方

法
の
こ
と
で
、
人
間
の
健
康
診
断

に
例
え
れ
ば
道
路
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ

ン
で
す
。
災
害
時
等
に
は
消
防
や

救
急
、
避
難
所
等
へ
の
物
資
輸
送

な
ど
を
担
う
「
命
の
道
路
」
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
で
す
。

　

市
は
、
災
害
時
を
想
定
し
、
緊

急
輸
送
道
路
以
外
の
市
道
で
も
広

域
避
難
場
所
と
な
る
学
校
や
公
園
、

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
、
高

校
、
コ
ミ
セ
ン
、
二
次
避
難
所
と

な
る
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら

に
は
病
院
な
ど
へ
の
緊
急
輸
送
道

路
か
ら
の
接
続
道
路
に
つ
い
て
も

優
先
的
に
調
査
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

市
道
の
調
査
は
、

平
成　

年
度
内
に
行
い
、
そ
の
後

２７

５
年
ご
と
に
調
査
を
行
う
計
画
で

す
。
対
象
路
線
は
、市
道
の
１
級
、

２
級
幹
線
道
路
で
あ
り
、
延
長
約

　

キ
ロ
で
す
。
緊
急
輸
送
道
路
以

５７外
の
重
要
な
防
災
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
に
つ
い
て
も
点
検
は
必

要
と
考
え
、
段
階
的
に
調
査
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
春
を
最
短
の
目
標
と

２８

し
た
病
院
開
業
の
実
現
に
向
け
て
、

「
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る
協
議

会
」
に
お
い
て
、
引
き
続
き
防
衛

省
と
の
様
々
な
具
体
的
協
議
が
さ

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
キ

ャ
ン
プ
座
間
の
一
部
返
還
予
定
地

に
つ
い
て
一
定
の
道
筋
が
つ
い
て

い
く
中
、
議
会
は
議
会
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る
課
題
を

含
め
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
国
に
対
し
て
要
望
書
を

提
出
し
、
そ
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
一
部
返

還
予
定
地
の
関
係
と
並
行
し
て
、

「
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る
協
議

会
」
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
協

議
事
項
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
か
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
長　

山
場
は
越
え
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く

課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
協
議
会
に
お
い
て
、

キ
ャ
ン
プ
座
間
の
水
道
施
設
の
返

還
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
施
設
の

返
還
後
の
キ
ャ
ン
プ
座
間
へ
の
市

営
水
道
の
導
入
に
つ
い
て
、
会
議

の
場
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
の
協
議
会
を
通

し
て
負
担
軽
減
を
含
め
た
一
連
の

返
還
を
、
有
意
義
な
も
の
に
成
し

得
る
よ
う
に
、双
方
が
歩
み
寄
り
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
現
実
的
な
対

応
を
し
っ
か
り
と
と
っ
て
解
決
に

向
け
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
の
キ
ャ
ス
ナ
ー

飛
行
場
に
、
厚
木
基
地
米
海
軍
所

属
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
し
、

３
機
、
４
機
の
編
成
隊
を
組
ん
で

タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
を
繰
り

返
し
、住
民
は
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
、

会
話
も
で
き
ず
、
墜
落
の
恐
怖
に

お
の
の
い
て
い
ま
す
。
相
模
原
市

の
昨
年
度
の
測
定
結
果
で
は
、
騒

音
回
数
が
２
年
前
よ
り
５
割
増
え
、

５
０
０
４
回
で
、
１
日
に
１
０
０

回
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
日
米
安
保
条
約
で
米

軍
訓
練
の
た
め
の
施
設
提
供
区
域

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
の
上
空
は
こ
れ
に
指
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
来
飛
行
訓
練

が
で
き
な
い
は
ず
で
す
が
、
日
本

政
府
は
米
軍
の
運
用
上
の
問
題
と

し
て
容
認
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ス

ナ
ー
飛
行
場
は
自
衛
隊
も
使
用
で

き
る
こ
と
か
ら
今
後
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
使
用
頻
度
が
増
え
る
上
に
オ
ス

プ
レ
イ
の
飛
来
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

相
模
原
市
と
連
携
し
、
国
の
責

任
で
騒
音
測
定
器
の
設
置
や
深
夜
・

夜
間
の
飛
行
禁
止
な
ど
の
制
限
を

協
定
と
し
て
取
り
決
め
る
よ
う
国

と
米
軍
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

特
定
政
策
推
進
室
長　

キ
ャ
ス

ナ
ー
飛
行
場
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、
基
地
関

係
県
市
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
平

成　

年
度
基
地
問
題
に
関
す
る
要

２７
望
と
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
粘
り
強
く
国
に
対
し
て
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

キ
ャ
ン
プ
座
間
キ
ャ
ス
ナ
ー
飛
行
場
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
騒
音
対
策
に
つ
い
て

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
は
、
医
療
・
介
護
の
連
携
が

必
要
で
す
。
特
に
在
宅
生
活
の
継

続
に
は
、
状
態
の
変
化
に
応
じ
た

在
宅
医
療
推
進
へ
の
取
り
組
み
が

重
要
で
す
。
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
身
体
的
検
査
、
画
像

診
断
、
神
経
心
理
学
的
検
査
等
の

総
合
的
評
価
が
可
能
な
病
院
に
設

置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
の
認
知

症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
（
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）
で
は
、
二
次
医
療

圏
に
一
カ
所
以
上
の
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
所
型
の
整
備

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
開
業
予
定
の
座

２８

間
総
合
病
院
に
は
神
経
内
科
が
あ

り
認
知
症
の
診
療
も
で
き
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
認
知
症
の

増
大
は
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
本
市
に
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
診
療
所
の
設
置
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
が
市
内
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
形
成
に
有
益

で
す
。
一
方
で
二
次
医
療
圏
内
に

一
カ
所
の
設
置
目
標
で
あ
り
、
県

の
保
健
医
療
計
画
と
の
関
連
性
が

あ
り
ま
す
。
能
力
、
要
件
を
満
た

し
て
い
る
各
病
院
、
医
療
機
関
に

は
、
前
向
き
に
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
た
く
、現
状
を
示
し
た
上
で
、

と
も
に
将
来
に
向
け
て
の
対
応
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
沢　

本
尚 
議
員
《
公
明
党
》

防
災
・
減
災
に
資
す
る
道
路
等
の

路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施
を
！

　

伊
藤　

優
太 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

外
国
人
の
生
活
保
護
に

法
的
根
拠
は
あ
る
か

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

３８

認
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

４４

５０

６３

号
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

５１

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

３８

３９

４１

号
、
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で
認

４２

定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

４４

４５

５２

号
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

４６

４７

４８

号
、
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で
原

５４

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
は
、
賛

４９

５３

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
（
一
部

委
員
退
席
）
。

▽
陳
情
第　

号
は
５
面
参
照

２７

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

３８

認
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成
で

４４

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
請
願
第
３
号
は
５
面
参
照

　

小
野　

た
づ
子 
議
員
《
公
明
党
》

座
間
に
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
診
療
所
の
設
置
を
！

　

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

「
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る
協
議
会
」

今
後
の
重
点
協
議
事
項
は
？

　

座
間
南
林
間
線
の
座
間
市
役
所

北
交
差
点
か
ら
南
林
間
入
口
交
差

点
の
間
に
あ
る
北
向
庚
申
堂
交
差

点
を
拠
点
と
す
る
渋
滞
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
、
特
に
車
を
運
転
さ

れ
る
方
々
か
ら
、
渋
滞
緩
和
に
関

す
る
要
望
を
多
く
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

北
向
庚
申
堂
交
差
点
は
、
座
間

市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西
は

厚
木
市
、
東
は
大
和
市
、
南
は
藤

沢
市
、
北
は
相
武
台
前
駅
へ
通
じ

る
分
岐
点
で
あ
り
、
今
後
、
入
谷

バ
イ
パ
ス
付
近
の
整
備
が
行
わ
れ

る
と
、
さ
ら
に
交
通
量
が
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
渋
滞
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
北
向
庚
申
堂
交

差
点
と
、
そ
の
周
辺
の
渋
滞
緩
和

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

道
路
交
通
管
理
者

と
協
議
し
、
北
向
庚
申
堂
交
差
点

の
信
号
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信

号
現
示
の
改
善
や
将
来
的
に
は
交

差
点
の
形
状
変
更
等
を
行
い
、
日

産
正
門
前
の
信
号
に
つ
き
ま
し
て

は
、
車
両
の
流
れ
を
確
保
で
き
る

よ
う
な
道
路
形
態
や
信
号
現
示
の

改
善
を
行
う
こ
と
で
交
通
渋
滞
の

緩
和
や
歩
行
者
等
の
交
通
弱
者
の

安
全
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
座
間
南
林
間
線
と
市
道

　

号
線
の
交
差
点
に
つ
い
て
も
、

３８現
在
、
道
路
交
通
管
理
者
と
協
議

中
で
あ
り
、
信
号
機
を
設
置
し
た

交
差
点
に
改
良
で
き
る
よ
う
右
折

レ
ー
ン
を
設
け
る
予
定
で
す
。

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

北
向
庚
申
堂
交
差
点
と
座
間
南
林

間
線
の
渋
滞
問
題
に
つ
い
て

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
は
、
賛

３８

４０

成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

４３

認
定
及
び
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

４４

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

５５

５６

５７

号
、
第　

号
、
第　

号
、第　

号
、

５８

５９

６０

第　

号
、第　

号
は
、全
員
賛
成
で

６１

６２

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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企
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健
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福

祉

教

育

市

民

都
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環

境


